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災・減災、国土強靱化のための

か年加速化対 ＊登更児④

河川

わてまち きたかみがわ きたかみがわ

＞岩手町北上川（北上川水系）

ア］ 平成22年7月の大雨での被害を受けて、
効果 昂号度の災害が生じないよう、川幅を広げ、護岸を整備しました。
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災・減災、国土強靱化のための

か年加速化対＿ 
河川

一おかし まつかわ きたかみがわ

＞齋岡市松川（北上川水系）

＊登更児⑩

'、一i
｛菰匂 、合

対策の 平成25年9月の大雨での被害を受けて、
効果|再度の災害が生じないよう、堤防の整備や河道の掘削を実施しました。
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か年加速化対 ＊登更児⑪

辿l
おもと

観測地点 地点名 降点ら量観測年月日 備考

Jヽヽ本 岩手県岩泉町 123.5令和5年8月13日台風第7号

こi庄ゴ
l 酒田大沢山形県酒田市 112.5平成30年8月5日

＞~撫屋町ヽlヽ 鹿角 秋田県鹿角市 107.5平成25年8月9日

戸 1令三三日1:m

対策の

効果

主ご国三王：：
▲東北地方

歴代降水量観測順位

9 - - - -

改修で掘削した範囲

平成28年台風第10号での洪水被害を受けて実施している河川改修事業で、
河道の掘削を進めていた結果、洪水による水位の上昇を低減させ、
浸水被害を防ぐことができました。
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災・減災、国土強靱化のヤめの

か年加速1k対策｛ ふ、三こー一 〇 ＊登更児＠）
●こ

ふ（ご
とおのし るがいしがわ きたかみがわ

＞遠野市嶽ヶ石川（北上川水系）

対策前 対策後 領詞年領暉国臨廷口饂
≪回厨E即愈m項 四

対策のI度重なる大雨による洪水被害を受けて、
効果 |再度の災害が生じないよう、堤防等を整備しました。
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か年加速化対 ＊登更児⑲

ふ（唸{!

1¥るまいまち せつきないがわ にいだがわ

＞軽米町瀬月内川（新井田川水系）
． 、ノ•一 →9̀/I.̀F・
対策月1j 対策後

..t心乏 ‘i唸．t如

ア］ 即 llに堆積した土砂を撤去し、水がスムーズに流れるようにしたことで、
ー効果 洪水被害が発生するリスクを低減しました。
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災・減災、国土強靱化のための

か年加速化対 ＊登更児⑭＿ 
河川

乞 む ら せつきないがわ にいだがわ

＞九戸村瀬月内川（新井田川水系）

対策の 1 河川に堆積した土砂を撤去し、水がスムーズに流れるようにしたことで、
効果 洪水被害が発生するリスクを低減しました。
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か年加速化対 ＊登更児⑮

ドむら

＞野田村宇部川（宇部川水系）

--月IJ 坦責後

ア］ 即 llに堆積した土砂を撤去し、水がスムーズに流れるようにしたことで、
ー効果 洪水被害が発生するリスクを低減しました。
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災・減災、国土強靱化のための

か年加速化対 ＊登更児R

河川

ちまんt—いし まつかわ きたかみがわ

＞八幡平市松川（北上川水系）
へ、、、')- i， "シ、、 V iぷ-’‘ヽ．．

対策の
効果

河川に堆積した土砂を撤去し、水がスムーズに流れるようにしたことで、
洪水被害が発生するリスクを低減しました。一
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か年加速化対 ＊登更児⑪

のはt—むら ひらいががわ ひらいががわ

＞田野畑村平井賀川（平井賀川水系）
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ア］ 即 llに堆積した土砂を撤去し、水がスムーズに流れるようにしたことで、
ー効果 洪水被害が発生するリスクを低減しました。
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災・減災、国土強靱化のための

か年加速化対 ＊登更児⑱

ふ ( j呈‘,'
河川

やまだまち おりかさがわ おりかさがわ

＞山田町織笠川（織笠川水系）
ユユこ

対策月1j

ア］ 即 llに堆積した土砂を撤去し、水がスムーズに流れるようにしたことで、
ー効果 洪水被害が発生するリスクを低減しました。
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• 5か年加速1k対策
ァ戸べ7

＊登更児⑲

河川
―’_し-—1止^---...

＞宕畏町ヽJa枷 (/j古釉l水系）

対策実施

対策のI平成28年台風第10号での洪水被害を受けて、
内容 |再度の災害が生じないよう、堤防の整備や河道の掘削を進めています。
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防災・減災、国土強靱化のヤめの

〉5か年加速1k対策 ＊登更児⑲

くじし さわかわ くじがわ

＞久慈市沢川（久慈川水系）
一▲ヽ

対策月1j

令和元年東日本台風での被害を受けて、内水対策として、対策の
内容 強制排水ポンプが付いた逆流防止のためのゲートを設置しています。
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5か年加速1k対策 ＊登更児＠

【公表状況】 一ー・ 令和 5年 101月末時点

今後公表予定 I I 新規 236河川

対策の
内容

（令和7年度まで）
243河川

区間見直し 7河川

合 計 I 294河川 I...．．． 9

▼ 三 ．図 三 9． 三 角

住宅等なし、不要 1 19河川 I／□； 1;ー ・＼・． 匝貝屈豆辺涎国亙E殴3頸 Eキ

県管理河川計 I 313河川 I'し — 

大樟町 J }¥ ̀  ｀ こ＼ ヒ J >i:~;山田町l^..;:愕
- m しー：：iし． — 9. ：し). .. 1 ¥ ； .. 

おおつちちょう おおつちがわ 上 ．．9-・E・ し．］．り 、::,.r- j ~ - ｛ :’・ 

＞大槌町大槌川 • ¥ し; “ 

, I - - ； - • (:t r、・^¢マを '， 

/ -J、・/V `てt、:、：•→‘:• > 1J. t・ 浸水し：三深 9•
令和 5 年 3 月 24日公表□旦．鴫●●三●●●●轟・ニ—: :̀:：、三鱈 l水系） m• 

~--戸C.i唸と ：：疇 ：ここ：：：：：
宅`：も：戸琴証蕊辛：：；；；i:；；；；：：： ＂＼ ‘< シ：f-日：。ここ:*'II満のの地：域

岩手県が管理している河川のうち、沿川に住宅等のある河川について、
令和 7;年度末までに、洪水浸水想定区域図の公表を計画的に進めます。
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災・減災、国土強靱化のための

か年加速化対 ＊登更児＠

【雨の降り方の査化】岩手県内における短時間降雨の発生地点数

【岩手県内で 1時間降水量50mm以上が発生した地点数】 （国土交通省集計）

゜
10 20 30 40 地点

1980年代

1990年代

2000年代

2010年代

約3.2倍

岩手県内のアメダス
38の雨量観測所を

対象に集計

41地点
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災・減災、国土強靱化のための

か年加速化対 ＊登更児＠

.... -心廷屯i:： 筵

【河川整備率】 整備済み河川延長 ／要整備河川延長

いわて県民計画(2019~2028)政策推進プラン 全▼国平均
いわて幸福関連指標

．． 
255河川

約1,440km

令和 8年度までに52.7%（計画目標値）

対：門 本県の河川整備率は、 全国平均約57％叫こ比べて低い水準にあるため、

内容
被災した河川の改修を重点的に推進するなど、河川整備計画に基づき

毎年着実に整備を進めていきます。 （※都道府県管理河川、令和2年度）
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災・減災、国土強靱化のための

か年加速化対 ＊登更児⑲＿ 
ふ望 ー河川

はちまんt—いし よねしろがわ

＞八幡平市米代川（菜托聞水系）
もりおかし

＞盛岡市
おとぺがわ

乙部JIl(i たかみがわ

t上川水系）
“崎匹＝＝ 一対策月1j

．`塁塁か・ ｀＇ヂ→-ニ・
~,, 

・ゞ `' ．•, 、寄． ＊．
--•:lil', .. J、躙

対：門 河川に堆積した土砂を撤去し、水がスムーズに流れるようにすることで、
内容 洪水被害が発生するリスクを低減していきます。
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災・減災、国土強靱化のための

か年加速化対 ＊登更児⑭

河川

し おおさわがわ

＞齋岡市大沢川品
ニかみがわ

（ 上川水系）
しわちょう ひ―べがわ

＞紫波町彦部JIl(itmr1水系）
-- • -~ユきミ

対 -..... 対策月1j

対策の

内容
河川に堆積した土砂を撤去し、水がスムーズに流れるようにすることで、

洪水被害が発生するリスクを低減していきます。
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災・減災、国土強靱化のための

か年加速化対 ＊登更児R

河川

くじし tき くじがわ おさないがわ

＞久慈市滝ダム（久慈川水系長内川）

一対策月1j

1: 
対策の
内容 I

放流ゲートを修繕・再塗装することにより、設備の延命化を図ります。-| 
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〉5か年加速化対策 ＊登更児⑯

工事内容の掲示

川筋新中の橋地区 I きょうじ位 か

樋問改築工事
国土強靱化対策工
」(5か年加速化対策）

ヽ

県県北広域振興局土木部河川港湾課施工者 砥 ⇒＾

取組のI現場に、事業や工事の内容について掲示することで、
内容 岩手県の取組をわかりやすく紹介しています。
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防災・減災、国土強靱化のヤめの

5か年加速1k対策

完成エ畏の開筐（その1)1

＞宕畏町ヽJt玉<ill蒜繭禰渡り初め式

＊登更児＠

韓固毎包届

取組の| 5か年加速化対策事業の河川改修工事で架け替えた赤鹿橋の開通を、
内容 地域のみなさまとともにお祝いしました。
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